静岡調査覚え書き : 若者の自立と就労支援の課題 by 高橋 祐吉








 社研グループ研究で出かける調査の第三弾ということで、昨年 10 月 30 日から 11 月 1 日かけ
て、静岡（浜松市、静岡市、沼津市）に出かけた。若者に対する就労支援の実情を探るためで
























































－ 3 － 
トと呼ばれている「ＮＰＯ法人文化学習協同ネットワーク」の代表理事）が、「登校拒否・不登
校を考える東京の会」で「若者支援の現状とこれから」と題して話したことが、新聞の記事（『し
んぶん赤旗』2011 年 11 月 26 日）となって詳しく紹介されていたからである。 








































































「概ね 40 歳未満」としている）。 






















－ 6 － 
探しをしている失業者を合わせた労働力人口は 1,875 万人で、それ以外の働く意思のない非労
働力人口が 978 万人である。労働力人口とされた 1,875 万人の内訳であるが、就業者が 1,739
万人、失業者が 134 万人となり、このうち就業者の 1,739 万人は、雇用者 1,535 万人と非雇用
者（自営業主、内職者、家族従業者）204 万人に分かれることになる。 
 雇用者 1,535 万人の内訳をみると、正規の職員・従業員が 1,121 万人、非正規の職員・従業







 上記の 159 万人と 21 万人と 3 万人を合計した 183 万人が、いわゆるフリーターと呼ばれる若
者たちである。現に働いている者だけをさしてフリーターと呼んでいるわけではない。このフ
リーターの内訳を見ると、男性が 80 万人で女性が 103 万人となるので、女性の方が男性よりも
多いことがわかっている。年齢階層で区分してみると、15～24 歳層が 86 万人なのに対し、25
～34 歳層が 97 万人となり、25～34 歳層の方が多数派となっている。こうした現象は 2007 年か




 また、非労働力人口 978 万人のなかには、家事も通学もしていない若者が 60 万人いる。こち
らは、わが国でいわゆるニートと呼ばれてきた若年無業者層である。その内訳を見ると、15～
19 歳層が 9 万人、20～24 歳層が 15 万人、25～29 歳層が 18 万人、30～34 歳層が 18 万人となる







 先ほど、就労支援の観点から 15 歳～34 歳層を若者と定義したが、彼らが就労において困難
































（出所）関口昌幸「自治体は若者支援をどう展開してきたか」（『Business Labor Trend』2011 年 10 月号） 



































































































































































  この豊中市の調査は、無作為抽出された 15 歳から 39 歳までの調査対象者 4,819 名に対して、
調査員が訪問して留置し同様にして回収したもので（回収率は 38.3％）、自治体の調査として



















  先にも触れたように、豊中市の調査は内閣府の調査（2010 年に実施された「若者の意識に関






 総務省の 2009 年の「人口推計」によれば 15～39 歳人口は 3,880 万人ということなので、「ひ
きこもり群」は約 70 万人（「狭義のひきこもり」が 23.6 万人、「凖ひきこもり」が 46.0 万人）
と推計され、そしてまた広く報道もされたわけである。この「ひきこもり群」の周辺に存在す
ると思われる「ひきこもり親和群」は、その出現率が 4.0％で推計数は 155 万人という規模と
なる。かなりラフな推計であるとはいうものの、「ひきこもり群」70 万人、「ひきこもり親和群」
155 万人という数字の大きさにまずは驚かされる。 
  「ひきこもり群」の多くは就労困難層ということになるのであろうが、就労困難層＝就労意 
































はい    どちらかといえばはい    どちらかといえばいいえ    いいえ 
12．自分も、家や自室に閉じこもりたいと思うことがある 
はい    どちらかといえばはい    どちらかといえばいいえ    いいえ 
13．嫌な出来事があると、外に出たくなくなる  
はい    どちらかといえばはい    どちらかといえばいいえ    いいえ 
14．理由があるなら家や自室に閉じこもるのも仕方がないと思う 
はい    どちらかといえばはい    どちらかといえばいいえ    いいえ 
 
③ 一般群 
回答者全体から「ひきこもり群」「ひきこもり親和群」を除いた者で Q27 11～14 の項目にすべ
て回答している者。 
























































































































































































（注）回答者数は、ひきこもり群＝37 名、ひきこもり親和群＝93 名、一般群＝1,645 名である。 






















 この調査は、2010 年の内閣府のひきこもりに関する調査の 3 年前、2007 年に実施されている。
調査の趣旨によると、厚生労働省は「若者自立・挑戦プラン」（2003 年）にもとづいて、2005
年には全国 20 カ所に「若者自立塾」（2007 年には 30 カ所まで増えたが、2009 年の事業仕分け
で廃止された）、2006 年には全国 25 カ所に「地域若者サポートステーション」（2012 年度まで
に全国 116 か所に設置されている）を設置するなどして、若年無業者の自立支援や就労支援を







































Education or Training）とは「16～18 歳の、教育機関に所属せず、雇用されておらず、職
業訓練に参加していない者」と定義され、日本のような「働く気のない若者」というイメー
ジはないといわれている。 





































男性が 1,506 万人、女性が 2,940 万人となり、両者を合わせた 4,446 万人のうち、就業希望者が
467 万人、就業内定者が 87 万人、就業非希望者が 3,890 万人となる。就業希望者の 467 万人の

























（出所）古郡鞆子『働くことの経済学』有斐閣、1998 年、98 ページ 





















































  ①個々の状態を観察したうえでの対応 
  ②本人の状況に合わせた小さなステップを上ることによる自己評価の向上 
   ③規則正しい生活習慣や仕事を継続するための基礎体力の確保 
   ④コミュニケーションに対する苦手意識への対応 
   ⑤就労体験を通じた社会への手応えの付与 









































－ 23 － 
が「生きる力」となることを、「静岡方式」による就労支援の成果によって確信したからなのか
もしれない。 














































 「ネットワーク静岡」の支援の基本は、毎年 3 月と 9 月にスタートする「若者就労支援セミ



































































































































































 次のセミナーは、事前セミナーの 1 週間後に行われる 2 日間の宿泊セミナーである。この宿




－ 29 － 
の結果がセミナーに生かされているようである。 





























 就労体験説明会は、親子セミナーの 3～4 日後におこなわれる。ここでは、ワークショップ形
式ではなく講義形式となり、主要な内容は、企業や社会福祉法人などの就労体験先からの話で

































－ 31 － 



















  ③中間報告会・修了式 
 3 ヶ月程経過した頃に「中間報告会」が開かれることになる。そこでは、自らの目標の進捗
状況とこれからの抱負について、若者自身から話してもらうことになる。進捗状況はさまざま














  ④フォローアップミーティング 


































































































































































































































－ 39 － 
（付記） 
  ひとにはひとそれぞれの、働くことを考えるうえでの「原体験」あるいは「原風景」という
ものがあるに違いない。それは、自分自身の若い頃の人知れぬ苦労かもしれないし、あるいは
また、貧しかった時代に黙々と働いていた親の姿かもしれない。私に関して言えば、ダウン症
だった姉が母と一緒に仕事をしていた姿である。当時の私は、それを働くことだと認識してい
たわけではなかったのだが…。姉は養護学校修了後しばらく家にいたが、なにもすることがな
くて日々唸って騒いでいるだけだった。そんな姉に何かやらせようと、母は姉にもできるよう
なごく簡単な仕事を探してきた。それは荷札に細い針金を通して 2、3 回ひねるというものだっ
た。いったいどのぐらいの仕事量でどのぐらいの工賃だったのか、今となっては、もう何も覚
えていない。私が中学生の頃、母と姉は二人で時々そんな仕事をしていたのである。納品の期
限に間に合わなくなりそうな時には、私や弟も手伝わされたりした。 
  その後姉は郡山にある知的障害者の救護施設に入った。いささか薄情な私でも、帰郷した折
りに思い出したように顔を出すこともあったが、そこで一度姉が施設のみんなと一緒に仕事を
しているところに出くわしたことがある。その時は、割り箸を細長い袋に入れる作業をしてい
た。施設の先生の話では、タオルを帯に通す作業などもあるとのことだった。家で母と二人き
りで荷札に針金を通していた時よりも、みんなと一緒だということもあるのか、何だか楽しそ
うに仕事をしているようにも見えた。昨年の春に調査で出かけた大阪で、われわれは箕面市の
「豊能障害者労働センター」を訪ね、障害者が作業をしている様子を見せてもらったが、私は
どこかとても懐かしい場所にいるような気がした。だから、姉と似た女の子（ダウン症の人は
みんな何処か似ているのである）に声をかけてみる気にもなったのだろう。「仕事は楽しいの」
との私の問いに、「はい、楽しいです」と元気のよい明るい返事が返ってきたのが人知れず嬉し
かった。 
 ところで、荷札に針金を通す仕事のことは、林芙美子の作品「風琴と魚の町」にもちらっと
出てくる。昔は主婦が内職でやっていた仕事のようなのである。そういえば、いつももの静か
でどこか淋しげな雰囲気を漂わせていた母は、芙美子の「放浪記」が好きだった。母の世代の
女たちは、貧困に喘ぎ苦労し続けながらもたくましく生きようとする芙美子に我が身を投影し
て、自らを慰めそしてまた励まそうとしていたのかもしれない。母も姉も亡くなった今となっ
ては、もうすべて遥か遠くに過ぎ去ってしまった昔の思い出である。春愁に身を委ねて、一人
パソコンの前で「山谷ブルース」や「ヨイトマケの唄」などを聴いていたら、ふと最後にこん
な文章を付け加えてみたくなった。書かずもがなの感傷の一節だったかもしれない。 
